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担当　柳瀬陽介（A207）
yosuke@hiroshima-u.ac.jp
http://yanaseyosuke.blogspot.com/
■受講制限
この授業には特に受講制限はありません。3セメ以降の学生さんでしたら教英でなくても安心してご登録ください。授業の雰囲気はできるだけ柔らかく楽しくやろうと思っていますが、予習・復習の課題は厳しく、かなりの分量の英文を読まなければなりません。また最後のレポート課題は長いものとなります。きちんと勉強してもらいますので、その覚悟だけはしておいてください。
■この授業の目的
(1) 英語教育内容を言語学 (linguistics) の視点から分析すること。
(2) 英語教師として必要な英語力をつける。
■教科書
広大生協では入手に時間がかかるとのことですので、各自で手配して必ず購入しておいてください。アマゾンを使うと速いかもしれません。
George Yule The Study of Language (Third Edition) Cambridge University Press
なお、この本はAmazon.comからKindle版でも買えますが、これにはページ数記載もなく、アンダーラインも引けませんしメモも書き込めませんから、私としてはあまりお奨めしません。
■授業サポートホームページ
○予習の際には必ず参照してください。
http://ha2.seikyou.ne.jp/home/yanase/linguistics.html（公開）
※ただしこのページの下の方には、この授業とは直接関連の無い記述もありますので、プリントアウトする際には、必要部分だけコピー・ペーストして印刷してください。
■ 授業音声ファイルのウェブ配信

今年の新しい試みとして､授業中の音声をすべて録音し､その音声ファイル(MP3)をウェブから入手可能にします｡上記の柳瀬ブログの「教育」にある「英語言語科学序説 (2010年度)」の記事からダウンロードしてください。ただしファイルの入手にはパスワードを要求します｡パスワードは受講者以外には教えないでください｡

■自己紹介
相談事などがあればまずはメールで相談時間を決めましょう（メールには名前を!）。
■勉強の仕方について
◆予習：上の授業サポートホームページを予め読んでおき、Qに答える形で、テキストを
読み、自分なりに答えをまとめておいてください。最近の学生さんは精読ができない人が少なくありません。英文の全てを日本語訳する必要など全くありませんが、どの文も文法に忠実に読んでいってください。「まあ、だいたいこんな感じ？」「○○みたいな？」などとは精読どころか読書でもありません。Qに関するところは特に丁寧に読んで、きちんと答えられるようにしておいてください。
　また辞書もいいかげんなものを使わないこと。専門用語以外は、学習英英辞書を使ってください。英英辞書を使わない人は、後で必ずといっていいほど英語力 が伸び悩みます。電子辞書もいいですが、学習のためには一冊学習英英辞書を常に携帯し、それに線を引いたりすることは有効な手段だと思います。
　なおファイルにはWikipediaへのリンクがしばしばはられています。できるだけ参照して勉強を深めてください。日本語解説と英語解説の両方があげられている時は両方読んでください。Wikipediaではしばしば英語の解説の方が質、量ともに優れています。
◆授業：(1)Qを一つずつ再確認します。(2)Qの該当箇所を誰かに音読してもらいます。(3) 誰か他の人に答えを言ってもらいます。(4) 必要に応じて柳瀬が解説を加えます。
◆復習：章末のStudy questionsに自分なりに答えてください。その次の週の時間の初めに、そのうちの一問に答えてもらいます。あるいは★印がある場合は、その問いや課題をやってもらう場合もあります。もしくはこちらが指定した専門用語を定義・解説してもらうこともあります。これらはすべて小テストとして実施されます。
◆評価：小テストの合計とレポートによる。
◆レポート課題：レポート課題：

 ある人があなたの所にやってきて、「英語を習得するのは簡単だ。オウムが『オハヨウ』という表現を覚えるのと同じだ。必要なのは英語の決まり文句を丸暗記することだけだ」と言い張ります。あなたは、その人のあまりにも単純な断定に違和感を覚えます。あなたは、この教科書で学んだことをうまくまとめながら、そのような人に、言語および言語獲得の奥深さについて説明をしてください。

 説明はレポート形式です。評価は、ある程度の質が確保されているということを前提とするなら、原則として4,000字以上がC、　6,000字以上がB、　8,000字以上がA、　10,000字以上がA+ということにします（私は、全体的な構想に基づいたある程度の長さの文章を書く経験は重要だと思うのでこのように提案する次第です。レポートの構想に関しては早くから進めておくことをお勧めします）。

 もちろん、あまりに質の低いレポートは減点します。字数だけでは判断しません。上記の字数を書いていてもレポートの質が低ければ一段階（あるいはそれ以上）評価を下げます。質的には、全体の構成、説明のわかりやすさや具体性、などから生じる説得力を判断基準とします。言語は日本語で、わかりやすい文章を書いてください。英語の長文直接引用や、ぎこちない日本語は評価の対象にしません。

 なおレポートの書き方がわかっていない人は、酒井聡樹(2007)『これからレポート・卒論を書く若者のために』（共立出版）や戸田山和久(2002）『論文の教室　レポートから卒論まで』（NHKブックス）などの本を購入して繰返し読んでおいてください。なお私のホームページの「教育」(http://ha2.seikyou.ne.jp/home/yanase/education.html)には学生さんが勉強をする上で有益と思われる情報をあつめていますので、ぜひお読み下さい。

 レポートはワープロ（Wordまたは一太郎）で作成し、柳瀬のところまで期日までに電子メール添付文書で送ってください。レポートには氏名、学生番号、総字数を明記してください。 
■授業計画
◆正規スケジュール

	01
	04/13
	オリエンテーション
	09
	06/08
	Ch. 5 

	02
	04/20
	言語学への招待
	10
	06/15
	Ch. 6

	03
	04/27
	http://en.wikipedia.org/wiki/Linguistics
	11
	06/22
	Ch. 7

	04
	05/04
	国民の休日
	12
	06/29
	Ch. 8

	05
	05/11
	Ch. 1
	13
	07/06
	Ch. 9

	06
	05/18
	Ch. 2
	14
	07/13
	Ch.10

	07
	05/25
	Ch. 3
	15
	07/20
	Ch. 14

	08
	06/01
	Ch. 4
	16
	07/27
	Ch. 15


※この授業は試験を実施しないタイプなので､7月末で終了します｡
■レポート締切は8/10（火曜）の17：00までに柳瀬のメールアドレスにまで添付ファイルで送付する（yosuke@hiroshima-u.ac.jp）。

以下、柳瀬ブログの記事より

http://yanaseyosuke.blogspot.com/

2008年4月7日

知的訓練としての文法訳読

　アレントの原書が手に入ったので、過去の記事(「この世の中にとどまり、複数形で考える」「アレントによる根源的な「個人心理学」批判」)に、私なりのドイツ語からの日本語訳を加えてみました(間違いをお見つけでしたらご批判下さい。私のドイツ語力はひどいものです）。
　その作業の中で感じたことを、備忘録的に書き記しておくなら、「文法訳読」というのは、かつて渡部昇一氏が力説していたように、かなりに高度な知的訓練になりうるということです。

　知的訓練というのを、私なりに言い換えてみます。

　ざっと読んだだけでは正確に意味がわからない、知的に深く、文法的に複雑で、知らない語彙がたくさんある外国語を読むためには、文法関係を正確に捉えながら、辞書を引いて、その文法関係と語彙情報を基に相当に考えなければなりません。

　いいかげんな当て推量ではなく、格関係に基づいて文の意味構成の可能性を絞り込むということは、外国語と母語の両方で、言語に忠実に思考するということです。　
　辞書を引くということは、一見した外国語をsegmentation(分節化)し、そのsegmentを単位としながら、grapheme-phoneme correspondence(書記素-音素対応)に基づいてarticulation(調音)して、そのsound representation(音的表象)をworking memory(作動記憶)に入れながら、辞書にある数々の単語--ここでは紙の辞書の使用を想定しています--のword recognition(単語認知)を行いながら目的語を探します。

　これらの知的作業は正確な知識に基づき、迅速に遂行されなければなりません(さもなければいつまでたっても文法訳読は終わりません)。この際にはphonotactics(音素配列論)といった無意識に獲得されたような知識も役立ちます。いやこれらの知識は、知的作業の役に立っているだけでなく、知的作業によって、より確実なものになっていると言えるかもしれません。

　そうやって見つけた単語の記述を読みこなすことも外国語と母語を使った高度な知的作業です。さらに、目的の文に最も適切な訳語をひねり出すことは--しばしば最適の訳語は辞書には掲載されていません--、semantic features(意義素)の分析によって、自らが知っているはずの日本語の類義語を総動員して、最適な日本語を探し出すというこれまた高度な言語使用= 思考です。この最適語探しは、文法関係の正確な理解に基づいていなければならないことは上述した通りです。

　このように外国語の高度な文章を、大量に(ということは短時間のうちに)、正確に文法訳読するということは、まさに「知的格闘」ともいえるぐらいの高度な知的訓練です。私はわずかばかりのドイツ語を訳すなかで、「このような知的訓練は、時間のかかる若いうちにきちんとやっておくべきだった」と少し後悔しました。また若者は、このような知的訓練を長時間こなすことによって、きちんと机について考えるという知的な作法をようやく我がものにできるといえましょう。以前にも言いましたが、人文系は計算ができないのなら、せめて語学ぐらいはきちんとやるべきです。

　私は劣等生ながらに、高校生の時は、当時自分で考えていた限界を超えるぐらいの勉強をさせられました。その強制のおかげで、高一の四月には中学校教科書の英語力しかなかったのに、三年後には大学入試程度の英語ならなんとかきちんと理解し、その理解を日本語で表現できるようになりました(それより程度は低いものの日本語を英語にすることもできるようになりました)。そのようなきちんとした「勉強」(=勉め強いられること)を大学・大学院時代にきちんとやっていれば、人生はずいぶん展開していただろうなと今頃になって後悔します。大学・大学院時代には、私は自分のペースで自分の好きなように勉強しました。それはそれなりに楽しくまた意義深いことでしたが、もっともっと地道に英語、ドイツ語、そして第三、第四の外国語をきちんとやっておけばよかったと思います(今思えば、私が大学院に入学した時の主任教授である垣田直巳先生は、「第二外国語をきちんとやっておきなさい」と一度だけさりげなくおっしゃいました。私は師の言葉を守らなかった愚かな学生でした)。

　話を一般論に戻します。現行の指導要領は、実践的コミュニケーション能力を、「情報や相手の意向などを理解したり自分の考えなどを表現したりする」こととまとめています。リーディングも「まとまりのある文章を読んで、必要な情報を得たり、概要や要点をまとめたりする」ことであり、「まとまりのある文章を読んで，書き手の意向などを理解し、それについて自分の考えなどをまとめたり、伝えたりする」ことと規定しています。ここには文法訳読や精読の影は見えません。

　そんな指導要領にもかかわらず(?)、一部の国立大学は二次試験で英文和訳(および和文英訳)を出し続けています。ねらいは高度な文章を的確に訳させることで上のような知的訓練の成果を測定しようとするものでしょう。

　英語教育界の大半の人々は、そのような文法訳読を非難します。そのような入試問題があるからこそ英語教育は改善されないと主張します。

　私はその意見に昔から違和感を感じていました。

　少なくとも一部の大学が、丁寧に文法訳読の能力を評価しようとするのは、私は一つの見識かと思います(入試問題全てが文法訳読式であるべきかどうかは別問題です)。多くの英語教育関係者が、スローガンのように「文法訳読式は悪い」と言い続けた中、文法訳読式の入試問題を残した大学と、その大学入試のために丁寧な文法訳読の訓練を生徒に課した高校は、大げさにいえば日本の人文系の学力凋落の防波堤になっているとさえいえるのかもしれません(繰り返しますと、英語教育の全てが文法訳読訓練になるべきかは別問題です。また私は英語教育の全てが母国語を使ったものになることには反対です)。

　しかしあわててつけ加えますと、文法訳読式ほど、粗悪で手抜きの授業をしやすいものもありません。私が時折学生さんから聞く(あるいは私の目で直接見る!)、あきれるほどにいいかげんで、学習者に学力をつける工夫をしているとはとても思えない惰性で無思考的な「文法訳読」の授業は、授業の名前に値しないものです。このような授業を見ていると「文法訳読なんか一切止めてしまえ!」と、つい思いたくもなってしまいます。

　しかし、産湯と共に赤子まで捨ててしまってはいけません。文法関係に忠実に、適切に言葉を選ぶ授業は大切にされるべきでしょう。もちろん「文法関係に忠実に、適切に言葉を選ぶ授業」は、外国語だけを使った授業でも可能です(私がある大学生に「大学の授業できちんと正確に外国語を理解しなければならない授業をした先生はいるか」と尋ねた時に、彼が外国人教師の名前だけをあげたのは皮肉なことでした)。しかしそれは学習者に(そして何より教師に)高度な外国語を要求します。そこに至る段階で、母語を使った文法訳読があることは、私はきわめて現実的なことだと思います(注)。

　正直、最近の学生さんが、英語を始めとした外国語だけでなく、日本語でも精読ができなくなってきていることに私は恐怖さえ感じています。人文系が本を読めなければ、それはただの○○です(←自主規制)。高校か大学の教育のどこかでは精読はみっちりやらなければならないと私は考えます。

　かといって、私は最近の一部の「コミュニケーション= 悪者」論にも与しません。一部の人々は最近、「コミュニケーションの重視こそが英語教育を駄目にしている」というのを口癖にしていますが、それはコミュニケーションに対して理解が浅いのであり、その理解の浅さと短絡においては、昔から現在に至る「文法訳読=悪者」論を繰り返す者と変わりがないと私は考えます。

　それこそ人文系の者としての誇りをもって、英語教育、いや外国語教育のあり方について、的確に思考し語り合うことが必要です。
2008年3月26日
もっと勉強しよう！

　ともすれば閉塞感が漂い、他人の足を引っ張ることに陰湿な喜びを感じてしまうような倒錯さえはびこる現代日本文化（特にネット文化）の中で、確信犯的にポジティブな言動を続けている梅田望夫さんを私は尊敬しています。

　以下の文章はとても好きですので、ここでリンクで紹介させていただきます。

    梅田望夫「日本を体質改善するための5つの提言」

    http://www.president.co.jp/pre/special/umeda/

    梅田望夫「僕はこんな言葉に未来を見てきた」

    http://www.bunshun.co.jp/umeda_web/umeda_lecture01.htm

　私の友人はこれらを読んで、「本質を追究する精神と、そのための方法を身につけるための勉強は重要だし、そういった勉強は、通常の場合、学校教育抜きでは不可能だ」というコメントを寄せてくれました。それなのに「すべてを記憶するのが勉強、という誤解が解消していない」とも彼は言います。私も賛同します。
　日本の学校は、本質追求的で、方法論的意識の高い勉強を、もっともっともっと若者に課すべきだと思います。現在多くの学校で行われている、短期的成果主義で記憶・操作中心の勉強ではありません。シンドイけれど、ワクワクするような勉強を日本の学校はきちんと若者に課さなければなりません。言い古された常套句ですが「鉄は熱いうちに打て」というのは真実だと思います。

　若い人々に、頭と身体に関する質の高い鍛練を課すのは、古今東西を問わず社会と大人の責任です。

　その責任を怠った社会がどのようになるかについては歴史書をひもとくまでもないでしょう。
以下、梅田望夫さん『ウェブ時代5つの定理　この言葉が未来を切り開く!』文藝春秋　本体価格1300円+税の発刊に際しての記事より
http://www.president.co.jp/pre/special/umeda/3806/
【第一回】

「上を伸ばす」ことのすすめ

君たちの時間は限られている。

その時間を、他の誰かの人生を生きることで無駄遣いしてはいけない

スティーブ・ジョブズ  (アップルCEO)

Your Time is limited, so don’t waste it living someone else’s life. (Steve Jobs)

　これは、2005年夏のスタンフォード大学の卒業式でジョブズが行ったスピーチの中の言葉です。ここに引用した箇所だけでなく、とにかくあのスピーチ全体がすばらしかった。どのくらいすばらしかったかと言うと、あっという間にあのスピーチがネットを通じて世界に広がって、最終的には老舗雑誌フォーチュン誌が掲載するまでに半年とかからなかった。日本語訳も複数出ています。この本を書こうと思った理由のひとつは、こういう切れ味のいい、前向きな言葉が持つ力に僕がこれまでものすごく救われたからです。
　ジョブズのスピーチには、「偉大な仕事をする唯一の方法は、あなたがすることを愛することだ。まだ見つかってないなら探し続けろ。落ち着いちゃいけない」という言葉もあります。さらに「明らかに世界は『よい場所』になっているよ。これまでは大金を持った大きな組織の人たちでなければできなかったことも、個人ができるんだから」なんていうのも彼の言葉です。技術が個人をエンパワーすることを非常に肯定的にとらえているんですね。ちょっと変わったものが出てくるとすぐ警戒し、警鐘を鳴らす日本とはちょっと違うでしょう。こういう言葉をシリコンバレーではシャワーのように浴びるから、それによって人間は変わるんです。僕がアメリカに行こうと決めたとき、まったく勝算なんてなかった。留学経験もなく、なんとかアメリカの社会のなかで生き残って、日米を行ったり来たりしながら向こうに住みたい、というだけでしたから。それが2年半で会社つくるところまでいってしまった。大先輩の起業家から町のおじさんたちまで皆から、That's the way to go とか言われてね。言葉の持つ力ってすごいですよ。
　ジョブスだけじゃない。シリコンバレーの大人たちは、夢に向かって歩みだそうとしている人間を鼓舞するような言葉を臆面もなく口にします。そしてみんなでワーッと盛り上がる。ある意味でものすごく単純で、そこに大人特有のシニカルさがない。そういうことを言ったからといって、「すぐに自己啓発セミナーみたいだ」なんて言う奴もいない。日本で同じようなことを言うと、若い人でもすぐに「自己啓発セミナーっぽい」って言いますよね。でも一方で、「君の人生を他の誰かの人生を生きることで無駄遣いしてはいけない」なんて言われたら、泣き出してしまう子もいるんです。僕はそんな若い人たちに何人も会ってきた。いわゆる一流大学の修士課程にいるような、優秀な人たちです。彼らは親や先生にそういうことを言ってもらったことがないんですね。彼らの親の時代は、大組織に入っても、人生に対する楽観的な展望が持てた。大学を出て、会社に入って、そこそこ好きな仕事をやりながら、運がよければ留学もさせてもらったりして、そのまま勤め上げて……という、のほほんとした気分があったんです。でもいま世界は様変わりして、非常に厳しいものになってきている。生き方、働き方は多様化しているけれど、未来が見えない。親はその新しい世界を理解できないから、子供には、とにかく安定志向でいけと言う。子どもが新しい世界に飛び込もうとするのを猛烈に阻止しようとするんです。しかも最近の若い人は、親の言うことをよく聞くんですよ。だからよけいに苦しむ。
　じつは、この本の原稿ができあがったときに、羽生善治さんに読んでもらったんです。彼はシリコンバレーのことにものすごく興味をもっている。あそこまで行った人はどうやったら創造的なことができるか、どうやったらこの先にブレークスルーが生まれるかに対してものすごく貪欲なんですね。その羽生さんがこの本を読んで、こんな内容の短いメールをくれました。「文中に出てくる人々の清涼感はどこから生まれるのだろうと考えた時に自分を裏切っていない事に尽きると思いました。周囲に迷惑をかけない、信頼を得るには他者を裏切らないというのは日本では色々な所で教えてくれますが自分を裏切らないはあまり聞きません」。そうなんです。自分を信じろ、自分を裏切るな、ということを、日本では言わなくなっている。
　誤解を恐れずに言えば、僕はこの本を「上の子たち」に向けて書きました。能力があって、努力もする人たち、頭がいいだけじゃなくて、向上心を持ち続ける人たちです。こういうことを言うと、上の子だけを伸ばして格差社会を助長するのか、という反論が必ずきます。下の子たちをどうするかが問題で、上の子たちは放っておいてもいいよ、と言わんばかりです。その一方で親たちは、上になるためには勉強しなさい、と言う。若い子たちは、親の言うことをきいて勉強してきたけれど、その先にわくわくするような職業がみつからない、と悩んでいるんです。だから将来に対して希望を持てないんです。僕は、意欲にも能力にも溢れた「上の子たち」がもっと自分を信じて、厳しいけど可能性もいっぱいある未来に果敢に挑戦していけるように、僕なりのビジョンを見せることが自分の使命である、くらいに思って本を書いています。
【第四回】

「明るくて良い存在」であれ

最高の倫理観をもって、物事に対してオープンで正直であれ。

そして隠し事をしてはいけない。

スティーブ・ウォズニアック （アップル共同創業者）

Try to have the highest of ethics and to be open and truthful about things, not hiding. (Steve Wozniak)

　この言葉は、アップルの共同創業者、スティーブ・ウォズニアックが「起業しようとしている天才的技術者に対して、どんなアドバイスをしますか」という問いに対して答えたものです。ウォズニアックは、この連載の第一回で出てきた、現CEOのスティーブ・ジョブズとともにアップル・コンピュータを立ち上げました。ジョブズとは対照的に、彼はアップルが大成功したあとに「本当にやりたいことをする」といって高校の先生になりました。彼が冒頭の言葉で意味したのは、「一番できる人間は、明るくて良い存在であれ」ということです。これは、アメリカの社会がエリートに求めていることそのものです。

　話は第一回目のテーマに戻るのですが、僕はこの本のタイトルに『上を伸ばす』という意味を本当はこめたかった。なぜかというと、日本では優秀な人が隠れちゃっていることに、すごくもどかしさを感じるからです。学校教育のなかでもみんなと仲よくやるためには優秀であることを隠すっていう文化があるじゃないですか。高校生でも大学生でも。できる人はできると言わないし、勉強している人は勉強していると言わない。能力を持ってうまれついた人はそれを社会のために活かすべきだ、だからその人たちを徹底的に伸ばすんだ、というのが欧米のエリートの育て方ですが、日本社会はそういうことに対してすごく強い不快感を表明します。格差社会につながる、というわけです。そんな環境では、上の人は隠れるほうが合理的な選択になる。能力の高い人たちがオープンな場で人間的に鍛えられ、成長していくプロセスそのものがないんですね。たとえば「キャリア組」という言葉は、その後の組織での栄達が、大学卒業時の能力で決定される、という意味ですね。フェアでオープンな切磋琢磨がない。キャリア組の中にすぐれた人がいることは否定しないけれど、総体として、こういう仕組みは、優秀な人間は表からは見えないけれど、裏で闇将軍的に力を持つという形をとりやすい。だから社会全体からエリートに対する期待や信頼が生まれないんですよ。

　いまサブプライムの問題でアメリカの経済不安が言われていますが、最後にアメリカ人がよりどころとしてもっているのは、「一番優れた人たちが上にいて、正しい判断をしてくれている」ことへの信頼なんですね。ベストを尽くしてそういう人を選んでいるということへの信頼です。FRB議長には、総合的にずば抜けた能力を持った人たちを選ぼうという意志がちゃんとある。ここのところの、日本の日銀総裁・副総裁を選ぶ政争の姿を見ていると本当にがっかりしますよね。「本当に志とエネルギーと能力を持った現在のベストな人が誰なのか」という議論はいっさい、表ではしないわけです。もちろん政治の世界、特にブッシュ政権にはさまざまな問題があるけれども、経済政策の部分はまだ「上への信頼」が揺らいでいないと思うんです。そこが最後のよりどころになっている。アメリカがダイナミックでありながら求心力のある社会をなんとか保っているのは、アメリカに「上を伸ばす」という発想の教育があるからです。グリーンスパンをはじめ多くの人が言うように、アメリカがいちばん誇るべきものは高等教育であり、オープンな場でエリートが切磋琢磨されるメカニズムです。産業界にもそういう「上を伸ばす」メカニズムがいたるところにある。それがないアメリカって、まったく想像ができないほど、このことが社会に根付いている。

　日本にもとてつもなく優秀な人はたくさんいます。でも、目立たないように隠れている。それで結果的に楽をしている。僕は日本の尖がった若い人たちとよく話をするのですが、彼らが僕に求めていることってなんだと思いますか？叱られたいんですよ。自分が足りないところ、世界レベルで見てまだまだなところ、そういうところを発見してはっきり厳しく言ってほしいと思っている。シリコンバレーの同世代と比べてまだまだじゃないか、そんなもんじゃない、もっと志大きくやれるだろう、って叱咤激励してほしいわけ。シリコンバレーならそれが当たり前なんです。投資家は、親子くらい年の離れた起業家を伸ばすために、真剣に叱りますよ。大組織でも、GEで行われている幹部教育なんか、そういう側面がありますよね。

　日本のいまの若い人は、たとえばアメリカの同世代と比べると、ロジックが弱いし、能力も弱い。精神的にも頭脳ももっと強くなれと僕は言いたい。僕の知り合いの東大の大学院生で2006年にスタンフォードのコンピュータサイエンス学部に行った人がいます。彼は一年で成績が上位5％に入ったんです。久しぶりに会ったら見違えるほど成長していて、自信に満ち溢れていた。まさに「男子三日会わざれば」ですよ。その彼が「東大大学院時代の100倍勉強してます」と話していた。いや100倍ってことはないだろうといったら、100倍ですと。課題は多いし、先生は本気だし、世界から集まった学生が競争しているからすごくやりがいがある、と。それに加えて、成績がトップ5％に入った彼のような学生は、シリコンバレーのたくさんの会社から注目されるから、さらにそこでがんばる。マイクロソフトからもグーグルからも声がかかる。とにかく産学がほんとうに一体になっていて、「見られて」いる学生はとんでもなく伸びる。その環境が日本にはないから、素質はあっても十分に伸びない。本人もそこそこで満足し、それでいいと思ってしまう。要は甘やかされているわけですよ。新興市場もうんとアメリカより甘くなっちゃったから、いい加減に上場できる。アメリカじゃ絶対上場できないような会社でも、日本では簡単に上場できてしまう。若い人に楽させちゃだめです。とくに上の人たちに楽をさせてはだめ。40歳くらいまでは叩いて、叩いて、もっと立派な人間になってもらわないと。
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